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ヘッドライン　第 29回化学教育フォーラム 
高等学校化学における「化学反応と熱・光」の扱い方

　令和 4年度から始まった高等学校学習指導要領の化学では，「化学反応と熱・光」で熱の
出入りに ΔHを用いるようになった。また，「吸熱反応が自発的に進む要因に定性的に触れ
る際には，エントロピーが増大する方向に反応が進行することに触れる」とあり，反応が進
む理由を考えるような授業展開が期待される。国際化が進む現代社会の中で，日本の高校だ
けがいつまでも大学・社会や海外の高校と異なる教え方をしていることは決して望ましいこ
とではない。新学習指導要領で求められる化学熱力学についての理解を深め，何を，どのよ
うに指導することが求められているのか，実践事例を交えながら考えたい。
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次号ヘッドライン 有機化学工業の現場から

　東京農業大学は明治 24（1891）年の創立より 130 年余り受け継がれる「実学主
義」を教育理念として，『総合農学』を学ぶことができる大学です。本学は，世田
谷，厚木，北海道オホーツク（網走市）の 3キャンパスに 6学部 23 学科を設置し，
ほかにフィールド施設として亜寒帯から亜熱帯の気候に位置する場所に農林水産の
教育と研究が実践できるフィールドを保有しています。写真の建物は 2020 年に世
田谷キャンパスに建設された研究棟「農大サイエンスポート」です。この研究棟に
は農・生命科学，環境科学さらに情報経営学の 87 研究室を配置した都内最大級の
研究棟となります。

表紙の言葉　東京農業大学世田谷キャンパス　農大サイエンスポート


